
１１月５日に中部会員のこども食堂・地域食堂が、株式会社マルイ様からの月１回の定期的な食
品提供をきっかけとして食材シェアの取組みをスタートさせました。そこで、株式会社マルイ様をこ
ども食堂へご招待して感謝をお伝えするとともに、この取組みやこども食堂・地域食堂のことを広く
知っていただこうと、中部会員のみなさんが「倉吉こども食堂テラハウス」にてお披露目会を開催し
ました。
（株）マルイの環境対策室鈴木室長から「大変貴重な機会をいただき感謝しています。社内でもこ
の取組みをさらに周知したいと思います。」とメッセージをいただきました。ありがとうございまし
た！
こうした取組みは、利用する方々にさまざまな寄付で運営していることを知っていただいたり、寄

付してくださる方にこども食堂の様子を知っていただける機会としても、とてもいい機会になると思
いました。手作り感たっぷりであたたかく楽しいお披露目会でした♪
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中部地域こども食堂配送システムが本格的にスタート！

「中部のこども食堂・地域食堂とスーパーマルイ様とのおひろめ会」（12/23）
を開催しました。

米子市の「こども食堂ネバーランド」の辻さんが、
11/14に鳥取市内で開催された「子供の未来応援フォーラ
ムin鳥取」（内閣府主催）において、ご夫妻で取組を発
表されました。開設に至った思いや取組内容、活動を通
じてさらに広がる取組の様子など、「地域の子どもたち
の成長を支えたい」という熱い思いとともに、こども食
堂を知らない方へもこども食堂の取組が伝わる発表でし
た。
※フォーラムの様子が資料とともに内閣府HPに掲載され
ています。ぜひご覧ください。
https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/ouen-
forum/r01/tottori.html

こども食堂ネバーランドが「子供の未来応援フォーラムin鳥取」
で取組を発表されました！

米子市内でこども食堂を開設されているカント
リーキッチン「こだま」の千田さん原作のミュー
ジカルが、11/30,12/1に上演されました。
実践者ならではのストーリー展開で、こども食

堂を知らない方々にも、食堂のことがよくわかる
素敵なミュージカルで、大盛況。ロビーや当日パ
ンフで、西部地区のこども食堂の紹介がなされ、
多くのみなさんにこども食堂を知っていただける
よい機会となりました。

「ミュージカル♪こだま」上演 in 米子市さなめホール (11/30.12/1)

https://www8.cao.go.jp/kodomonohinkon/ouen-forum/r01/tottori.html


昨年度に引き続き、川崎医療福祉大学の直島克樹先生をお招きして交流会・意見交換会を開催
します。
直島先生は、児童福祉の現場経験を経て、現在は、岡山で学生とともにこども食堂運営に関

わったり、子どもを取り巻く地域活動を実践されています。また、岡山や全国のこども食堂の
ネットワークにも携わっておられます。
交流会では、あらためてこども食堂の取組みをふりかえったり、全国や他県の取組みを知る機

会にしたいと考えています。また、意見交換で会員同士が楽しくお話ができる機会にもしたいと
考えています。
会員のみなさま、ぜひご参加ください！！

【日時】2020年1月25日（土）13時30分～16時00分
【場所】倉吉交流プラザ第1研修室（倉吉市駄経寺町187-1 倉吉パークスクエア内）
【参加費】無料 【参加申込期限】1月15日（水）
【問合せ】 とっとり子どもの居場所ネットワーク“えんたく”事務局 Tel:   0857-30-5311

「こども食堂交流会」を開催します！ぜひご参加ください！
（2020年1月25日（土）午後 倉吉交流プラザ）

おしらせ

子どもの貧困問題を社会課題として捉え全国各地で子どもたちの支援に取り組む方々の情報共
有やネットワーク化を図るため、朝日新聞厚生文化事業団主催のブロック大会が12/1尾道市にお
いて開催されました。
全国こども食堂支援センター・むすびえ理事長の湯浅誠さんの講演（黄信号から赤信号への転

落を予防する地域づくりの仕組み、こども食堂の意義など）のほか、分科会では、“えんたく”の
福安コーディネーターが鳥取県のネットワークの立ち上げから現在の活動（食材提供の仕組み、
食品衛生研修会や意見交換会の開催など）を紹介し、中国四国各地区で活動する方々の実践につ
いて情報交換等を行い、交流を深めました。

朝日こどもの未来「中四国ブロック大会」（尾道市）
えんたくの取組紹介（12/1）

学生による「こども食堂見学」（プラットフォーム５＋αとの連携事業）

鳥取県内の高等教育機関等で構成するプラットフォーム５＋αでは、学生による地域貢献活動
の展開として、こども食堂や学習支援の参画募集の取組を進めておられます。ボランティア活動
に向け、今年は、見学によりこども食堂を知ろうと、見学会が行われました。協力いただいたこ
ども食堂のみなさん、ありがとうございました。
〔学生参加延人数〕36人（鳥大３人、環境大１人、米子工専27人、鳥取短大1人、看護大4人）
〔受入こども食堂〕駅前すなば食堂、寺子屋みらい、テラハウス、ネバーランド、

カントリーキッチンこだま、おかえりただいま
〔学生からの声、感想〕
・「子ども」の食堂というより、本当に地域に密着したコミュニケーションの場と感じた。
また来たい。
・思ったより多くの方が利用していて楽しい空間。
・小学生は元気で、一緒に遊んですごく体力を使い疲れたが、楽しかったし子どもたちもたの
しんでくれてやりがいがあった。
・一人暮らしなので、子どもたちと一緒に話したり、勉強を教えたり、料理したりと疑似家族
体験ができ、心がほっこりした。
・家のような雰囲気の施設で、子どもたちもありのままの姿でのびのびと過ごしていて、良い
雰囲気。

食材提供

毎月第1火曜日マルイ
上井店様より

毎月第1水曜日マルイ車尾店、
両三柳店様より

毎月第3木曜日エスマート
湖山店様より

ご提供いただき、ありがとうございました。


